
官民協働がスムースだった背景には、民主化 して生まれた若い市当局 と市民との距離が

近かったことが指摘できる。1970年 代まで反体制運動のリーダーたちが市 当局を組織 した

ため、官 と市民の協働 の必要性を訴えるまで もな くそ もそ も不可分だった(McNeill,1999;

Domingo and Bonet,1998)。 再生すべき疲弊地区は、コミュニティが崩壊 している地区が多

く、一般に官主導 にな らざるを得ない。バルセ ロナの旧市街の場合 も例外ではな く、市当

局主導の公共空間整備 に始まった。 しか し、官主導の一方的なものとは異な っていた。反

体制の市民活動が 旧市街再生のための特別計画PERI策 定へ と押 し上げ、再生事 業に都市

計画手続き上のよ りどころを与えた。市民の運動が原動力となって都市計画決定され、公

的事業としての公共空間政策が実現 し、 これ に呼応 して市民や民間の動きが誘発されてい

く対流のプロセ スが うかがえる。

図8-6 現代 美術館 前広場(左)と ランブラ ・ラバル(右)

第2期 1986-1992年 オ リンピックへ向けて インフラ整備

i 下地となった1976年 全体 計画

民主化以降、バルセ ロナ都市再生の最初の節 目となったのが1986年 であ り、この年以降、

1992年 バルセ ロナオ リンピック開催までの期間が第2期 である。この期間に、バルセ ロナ

は戦略的手法で都 市再生を展開 し、狙いどお りあるいはそれ以上の成果を上げて脚光を浴

びた 〔表8-1:五 輪インフラ]。 オリンピック開催都市に決定したのを受けて、1992年 を

目標 に都市イ ンフラ整備 を進めた。空港、港湾、高速鉄道、道路の整備に総合的に着手し

た。地元出身の建築家R.ボ フィールの設計で、空港を増築 した。歴史市街地 と隣接す る旧

港か ら商業港機能 を南へ移転拡張 した。欧州 高速鉄道網 とバルセ ロナをリンクさせ る計画

が現実味を増 した。未完の第1環 状道路 しかなかった ところに、市街地 を外巻きにす る一

周30kmの 第2環 状道 路が建設され、中心地の交通渋滞が緩和された。

都市計画家であ り建築家であるJ.ブ スケッツが中心 とな り、1986年 、新たな 中心性 を創

造 していくべ きところと して12地 区が指定 された。バルセ ロナは旧囲壁市街地 を核 に単心



型を維持 したまま拡大 していったが、広 くな りすぎた市街地に新たな中心を複数つ くりだ

し多心型の都市へ と移行する試みだった。12地 区のうち4地 区がオ リンピック関連施設の

用地である。

都市拠点開発 と拠点相互をつな ぐ環状道路などの交通イ ンフラ整備 を組み合わせたバル

セ ロナ都市開発メニュー自体 には、それ ほど目新 しさはない。 しか し、これ には巧妙な戦

略性が仕組 まれていた。1986年 は、部分か ら全体へ、質から量へ と展開を始めるときだっ

た。その下地 としての1976年 都市圏総合計画(PGM)の 重要性を見逃せない。1976年 民

主化前夜に発効 した都市圏総合計画 には、第2環 状道路がすでに描かれ、10の 拠点整備地

区が提示 されて いる。

フランコ時代、スペイ ンは政治的には外部 と絶縁 し孤立 していたが、知識人たちは欧州

全域にネ ッ トワークを張 り巡 らしていた。建築や都市の専門家たちの間で も緊密な交流が

あ り、独裁体制の末期には、都市圏総合計画 をまとめるまでに専門家たちと行政の協働は

進 んでいた。1976年PGMに 盛 り込まれた拠点地区整備 は、1967年 に策定 されたミラノ都

市圏計画の拠点地区の強い影響が うかがえる という(Calavita-Ferrer,2000)。 バルセ ロナ都

市再生初期の リーダーとして知 られ るO.ボ イガスが独裁体制か ら民主政府への劇的転換

を強調す るのに対 して、バルセロナ都市計画研究所のJ.エ ステバ ンは民主化前夜につ くら

れた都市圏総合計画を適切に評価 しないとバルセロナ都市再生の真価 を見誤ると警告 して

いる(Esteban,1999)。

ビジョンとしての全体像やそれ を実現す るに必要な都市整備の総量は、1976年 の総合計

画ですでに明確化 されていた。それ を実践 に移す段階に入って、財政的制約な どの不可抗

力で 「部分か ら全体へ」「質か ら量へ」 という発想をとらざるを得なかった。「部分か ら全

体へ」「質から量へ」は、ビジョン実現 のための現実的対応が生んだプロセスで、ビジョン

構築のプロセスではない。1976年 か ら10年 間温め られてきたビジ ョンが、1986年 オリン

ピック開催都市に決まり、中央政府か らの資金調達の見通 しが開け、一気に実現 に向けて

動き出 したのである。中央政府は、オ リンピックに向けたバルセロナの都市整備 に必要 と

なった総額一兆円近くのうち、およそ50%を 負担 した。

バルセ ロナはそれまでの10年 をいたず らに過 ごさなかった。決 して全体 ビジョンを見失

わず、小さな都市介入で 「質の高い部分」を創出しビジョンへの戦略性を常に潜ませてき

た。

ii 環状道路整備

都市イ ンフラ整備の うち、市民生活 を最 も大きく変えたのが第2環 状道路の建設だった。

中心部で通過交通が減 り、慢性化 して いた渋滞が緩和 され、歩く人にやさしいまちになっ

た。バルセ ロナば、環状道路計画 もまた 「難 しいところから」、オ リンピック開催決定に先

立って着手 していた。「難 しいところ」は、旧市街 と旧港が接する区間である。海に面す る

都市で環状道路を建設 しようとする と、 どうしても海岸線に環状道路を通さなければな ら

ない。 しか し、大量の通過交通が海 と市街地の間を流れると、都市は海 と切 り離されてし

まう。 これを解消するため、バルセ ロナは海沿 いの環状道路を地下化 した。海岸線 の地下

工事は難工事でコス トがかかる。1980年 代前 半、財政難にあったバルセ ロナ市当局は、あ

えて地下化を採用 した。地下にしなけれ ば同 じ予算でよ り長い区間を整備できるが、地下

化 によって地上に得 られる公共空間の価値の方が大きいという判断だった。環状道路旧港



区間 とボ ッシュ ・イ ・アルシナ埠頭が一体で整備 された。環状道路は半地下化 され、地中

海 を望む巨大テラスが道路整備 といっ しょに生まれた。隣接す る旧港の埠頭 を旧市街 に連

なる公共空間に組み込む ことで、稠密な旧市街に住む人たちの生活の質は大幅に改善 した。

公共空間政策の一環で、第2環 状道路の布石は打たれた。

オ リンピック開催への期待が高 まるなか、「世界における都市バルセロナ」の像が次第に

醸成 され ていった。それは 「スペイ ンのバルセ ロナ」ではな かった。1986年 スペイ ンの

EU加 盟を目前に控え、市民に とってヨーロッパがよ り身近 に感 じられ るようになってい

た ころで もあった。「スペイン第2の 都市バルセ ロナ」ではな く 「地 中海の首都バルセ ロナ」

だった。1980年 代、スペイ ンの都市であるという意識が遠のき、かわ って歴史的に地中海

都市だった というイメージが再浮上 してきた。「バルセ ロナは これ まで海に背を向けて きた。

バルセ ロナはこれか ら地中海に開かれた都市へ、地中海の首都へ と再生 していく」 という

マラガル市長の都市再生ビジ ョンは、市民の感性と符合 した。次期 オリンピック都市バル

セ ロナが発表された瞬間、環状道路 旧港区間 に誕生したばか りの地中海を望む大テ ラスに

市民が溢れ出 し、オ リンピック開催決定を祝った。

以後、都市整備事業は 「地中海 に開かれた都市へ」のキャッチフレーズの下、オリンピ

ックに向けて急 ピッチで進め られた。25年 はかかる事業を5年 で成 し遂げた といわれて い

る。最 も多額の投資を必要としたのが第2環 状道路だった。全線地下を走る方式だが、完

全に地下化 されているの とは異な り、空堀の底を本車線 とし、必要に応 じて堀 にふたされ

た断面形状である。他の道路 との合流地点や墓地など沿線 に人の住んでいない区間ではふ

た されず、環状道路を走っていて も青い空が時折拝める快適な空間の道路になっている。

最 も難 しい区間の旧港で、交通イ ンフラ整備 と沿線住民の生活の質を向上する公共空間

整備両立 に成功 したため、沿線住民は反対す るどころかむ しろ環状道路整備 を歓迎 した。

第2環 状道路は、郊外 の疲弊地区を串刺 しに して走るため、 もともと公共空間の少なかっ

た地区では環状道路ができて、交通渋滞に悩 まされな くなった上に環状道路 をふた して生

まれたオープンスペース に公園や文化スポーツ施設な ど公共空間を新たに手に入れ ること

ができた。「公共空間」「デザイ ンの質」を特徴としたバルセ ロナ都市再生初期の考え方は、

環状道 路計画 にも貫かれている。

第2環 状道路が沿線環境を改善 したのを目の当た りに して、騒音と大気汚染に悩 まされ

ていた未完の第1環 状道路沿線 の住民は、 「環状道路反対」か ら 「環状道路にふたをせ よ」

に主張を変えていった。

iii ポブレノウ地区 オ リンピック選手村

1992年 オリンピックを照準 とした都市再開発事業のための総投資額は約1兆 円にのぼ

った。 しか し、競技会場本体 の整備は3会 場合わせてもそ の12%に 過ぎない。投資額か ら

みれば、スタジアムと屋内競技場か らなるメイ ン会場[図8.7]は それほど大きな比重を

占めていない。筆頭は環状道路で36%ほ ど費や され、次いで22%ほ どがオ リンピック選手

村整備 に費や された(Ravent〓s,2000)。

バルセ ロナは、オ リンピック選手村 を疲弊工場地区ポブレノウに誘致する方針を出した

[図8-1②]。 沿岸に工場地区があ り都市と海 を隔ててきたが、ここを地中海にビーチを

持つ住宅地に再生する計画だった。 旧港沿岸環状道路で市民の支持 を得た 「海 に都市を開

く」バルセ ロナ再生の次の展開である。オリンピック村再開発エ リアは、1986年 「新た に



中心性 を創出すべ き12地 区」のひ とつであ り、1976年 都市圏総合計画 に登場する10の 拠

点整備地区にもすでに含まれて いた。

当時バルセロナ都市計画局長だった建築家のO.ボ イガスは、ポブ レノウ地区再開発がそ

の後 のバルセロナ市の発展のカギを握 ると考え、1992年 のオ リンピックを起爆剤 にこの地

区の再開発着手を決断 した。そ して、オ リンピック選手村 を、当時バルセ ロナで最悪の地

区と言われていたポブ レノウにあえて持ってこようとした(岡 部、2003c)。IOC委 員の候

補地視察で選手村敷地 を案内す るのに、現状の悲惨さを見せないた めにヘ リコプターで空

か ら見せたという逸話が残っている。ポ ブレノウ地区のうち最 も都市 中心 に近い沿岸35ha

が選手村の敷地となった。

バルセ ロナは、フランスと国境を接する地中海沿岸のカタルーニ ャ州の州都で、19世 紀

末には繊維工業の隆盛で産業都市 として栄えた。世紀末都市の産業基盤となったのがポブ

レノウ地区の工場群で、ポブレノウはカタルーニャのマ ンチェスターとよばれていた。

急激な都市への人口集中に対処す るため、1859年I.セ ルダによ り碁盤の目の拡張市街地

が計画 された。550街 区880haが 整備 され現在 に至っている。セルダの計画市街地がポブ

レノウ一帯を覆う計画だったが、十分に基盤整備がなされず に工場建設が進み、セルダの

碁盤の 目は未完のまま20世 紀末 を迎えていた[図8-8右]。

バルセロナは空か らアクセスす ると整然 とした碁盤の目の街路パター ンが印象的な都市

だが、 これがセルダ計画の賜物である[図8-8左]。 一辺が134mあ る街区が今でも、バ

ルセ ロナ市民に とって都市 を認識する基本単位 となって いる。セル ダ研 究者 によると、

100(10×10)街 区をひ とつのまち とし100街 区ごとに市場がひとつ計画 されていた という

(Soria and Tarrag〓,1982)。 ポブ レノウ地区は300街 区に相 当す るか ら、3つ のまちが入

る規模である。1986年 、選手村 をここに誘致 しようとした とき、ポブレノウ地区は見捨て

られた土地だった。手狭になった工場は郊外の工業団地に移転 し、小さな町工場だけが細 々

と操業 を続けて いた。跡地や廃屋には不法占拠住民が暮 らしていた。市内の沿岸一帯で最

も水はけの悪い土地なため水害が多発 していた。都市中心 に近 く海 に面する有利な立地を

生か し、住宅を中心 とした市街地へ 再編が望 まれていたが、排水をは じめ都市生活イ ンフ

ラに多大な投資が必要で民間デベ ロッパーは手を付けられずにいた。オ リンピックの勢い

を味方 につけて、公共投資で土壌浄化や共 同溝を整備 し、排水問題を解消するだけでな く、

都市イ ンフラとしてのダス トシュー トや1980年 代半ばに光ファイバーを基盤イ ンフラと

して整備 した。ネガティブなイ メージを払拭 して、民間再開発を誘導 しよ うとした。

バルセ ロナがオ リンピック村再開発を計画 し始めたころ、欧州都市では郊外の疲弊が問

題 にな り、機能 と用途優先の近代都市計画手法が疑問視されていた。かわってそれ以前の

セルダ拡張計画のような用途混在、形態優先の都市が見直され、ベル リンIBAの 都市計画

などモダニズムを超える都市づ くりが話題になっていた。 ボイガスは、自らオリンピック

村再開発 に専念するため、市都市計画局の要職を辞めた。セルダ拡張計画が頓挫 したまま

放置 されていたポブレノウ地区で、セル ダの都市計画理念を現代的に解釈 して再開発を計

画 した。

セル ダの拡張市街地は投機的都市開発の圧力に屈 して数次 にわたって規制を緩め、現在

のバルセ ロナは当初計画よ りはるか に高密度になっている。ボイ ガスは、現況 より低密度

としセルダの都市理念をオ リンピック村で再現 しようとした。中層建物が街区の四周に沿



って ロの字型に建つ閉じた街区を基本 とし、街区の中央中庭 を半公共の緑地とした。1階

を店舗 とし、2階 以上が住宅 である。計200店 舗、2000戸 の住宅が整備 され、オ リンピッ

ク時 に選手が滞在 した後は住宅地とす る計画である。開 口部の配置な どファサー ドの形態

ルールや外壁仕上げをレンガとすることなどを都市計画で定め、19人 の建築家 を指名 して

個々の建物の設計を委ねた。市当局が青写真をすべて整えた時点で、民間デベロッパーを

競争入札で選び開発す るという手法をとった。公共投資(4kmの 海浜整備を含 む)と 民間

投資の比は約4:6で ある。

オ リンピック村 ができて、市民は、バルセ ロナが4kmの ビーチを再発見できた ことを一

様に歓迎 した。かつて、工場廃水で汚染 され、ゴミと悪臭 で近寄 りがたかった海岸線 が、

誰で も地下鉄1本 でアクセス可能なビーチに生まれ変わった。海に開かれた都市へ と再生

する ことが、市民生活に潤 いをもた らした[図8-9]。

しか し、都市が市民に海 を取 り戻 したことを除けば、ボイガスのオ リンピック村再開発

の評判は当初、必ずしもよくはなかった。建築家たちは形態的ルールの厳 しさを嘆いた。

また、『中の上』クラスの住宅供給を想定 して民間再開発 を容易に したのに対 して、社会住

宅建設を優先すべきであるとの反論 も強かった。他方、民間デベ ロッパーは 「民活導入」

とは名ばか りで行政主導 の開発の下請けで しかないことに不満を抱いていた。オリンピッ

クか ら10年 たった今、オ リンピック村は職住近接のまちと してよ うや く成熟を迎えた。市

民がその価値を肯定する方向 に傾 いたのはつい最近の ことである。

図8-7 オ リンピックメイン会場とな ったモンジュイ クの丘



図8-8 1859年 セル ダ拡張計画(左)と1987年 時点の拡張市街地の状態(右)

図8-9 オ リン ピック村 と ビー チの整 備 された後(左)工 場 地 区だ った ころ(右)出 典:

(右)Busquets,2004

第3期 1992-2004年 オ リン ピック後、2004年 文化 フォーラムまで

i オ リンピック直後

第2の 節目は、1992年 バルセロナオ リンピックの年である。市民たちは、ひ と夏、世界

で一番注 目され る都市 に住む醍醐味に酔 いしれなが ら、「その後」に対する不安 を抱えてい

た。オ リンピックを成功に導いた名市長P.マ ラガルは、1992年 以降 も続投 した。

「オ リンピック後」急激な落ち込みを回避するために、すでに手は打ってあった。旧市

街の再生を無理 に急がず、冒頭で述べた文化施設や大型の公共空間はオ リンピック直後 に

竣工 し、祭 りが終わって気の抜けたバルセ ロナ に明るい話題を提供 した[表8-1:五 輪後]。

1995年 、旧港全域がア ミューズメン トエ リアとして生まれ変わった[図8-1③]。 目抜き



通 りのランブラスか ら埠頭の先端にアクセスできる可動橋ができ、海に開かれたまちバル

セ ロナへの再生が継続 した。旧港再開発計画 には、アメ リカのバルチモアの影響が うかが

える(Ward,2002)。 商業施設、レス トラン、映画館、水族館な どを備えた複合娯楽施設 と

なっている。

ii 計画主導か ら市場任せへ:デ ィアゴナル ・マル地区、フォーラム2004会 場

オ リンピックはひ とつの通過点に過ぎず、都市再生の大きな流れは淀 まな いかのように、

次か ら次へ と都市の新 しい魅力が創出されていった。しか し、「オ リンピック後」で財政が

逼迫 していたのも事実である。都市戦略手腕が問われ る時期に、マラガル市長が降板 し、

かわって後継者のクロッ ト市長が1997年 に誕生 した。クロット市長は、基本的にはマ ラガ

ル市政を継承 しなが らも、はや く独 自色を出そ うと先 を急 いだ。市当局は、ポブレノウ地

区におけるオ リンピック村 に次 ぐ再開発で、前身のオ リンピック村再開発の もた らした教

訓に学び、新たな手法を編み出そうとした。

オ リンピック村 再開発は、その後のポブレノウ地区再生に向けて2つ の教訓を残 した。

第1は 、計画至上主義的な都市開発のあ り方が、民間開発を抑制し都市の経済発展の足枷

になっている という指摘である。第2は 、住宅整備に偏 りすぎて、サービス産業の受け皿

とな るオフィスやホテルな どの都市ス トック整備が軽視された点である。バルセ ロナは

1980年 代以降、生活都市としての魅力を高めるために住宅供給や公共空間の充実 を中心と

した都市整備を行ってきた。オ リンピック村は、住宅を中心に構想された再開発だった。

EU市 場の深化にともな う外資系企業の進 出で急増するオフィス需要を読みきれず、オ リ

ンピック前後か らバルセロナは深刻なオ フィス供給不足 に陥った。 また、国際会議が急増

し、ホテル不足が慢性化 した。

ボイガスにかわってバルセ ロナの都市計画 を担 うようになったJ.A.ア セ ビー リョ12は、

オ リンピック村再開発で問題とされた以上2点 を勘案 して、都市開発をマー ケッ トに思い

切って委ねる決断 をした。すなわち、計画重視か ら一転 して思い切って市場 を信頼 し、マ

ーケッ トの求める都市開発を実験的に行 うカケに出た(岡 部、2003c)。 その実験の地 とな

ったのが、ポブ レノウ地区でも最 も条件の悪 いベソス河 口一帯である。バルセ ロナ市とサ

ン ・ア ドリア ・デ ・ベソス市 にまたがる120haの 土地である。ゴミ処理場 と浄水場が建ち、

碁盤の目の市街地 を斜めに走るディアゴナル大通 りが海か ら発するところである。 ここを

都市の基点とみなして、バルセロナの 「グラン ド ・ゼロ」 とよばれ るようになった。アセ

ビー リョはこの工場跡地をビジネス拠点地区に整備する野心的な構想をあたためていた。

彼はオ リンピックに向けた都市再開発遂行でボイガスの右腕 を担っているころから、成功

すれば大きな落差の期待できるこの地の行方のために暗躍 していた。

建築家R.ボ フィールは州政府の依頼で、27階 建てを含む29棟 のオ フィスビルの構想案

をつ くった。 この構想 に先駆けて、ア メ リカ、 シカゴのデベ ロッパーKEMPER系 列 の

KEPROが34haの 土地を取得 してお り、床面積221,000m2の オフィスを供給する計画が進

んでいた。しか し、KEPROは1995年 に債務不履行 に陥 り、オフィスを中心 とした開発が

空中分解 した。「悲願の再開発な らず」という悲観論が蔓延 し、マーケッ トに頼った都市開

12 A cebilla,J.A.ア セ ビ ー リ ョ,J.A.(09/2002)chief architect of the city;commissioner for infrastructures and

urbanism,ajuntament de Barcelona,市 庁 舎 執 務 室 に て ヒ ア リ ン グ:Barcelona



発の もろさを露呈 した。

バルセ ロナは、このエ リアの開発を加速する戦略として、2004年 に文化 フォーラム とい

う大型イベ ントを準備 し強気 を貫 いた[表8-1:2004文 化フォーラムへ向けて]。そ して、

1996年 にテキサスの不動産業者HINESが 旧KEPRO、34haの 開発を引き継 ぐことになっ

た。HINESは オフィス開発に難色 を示 し、結局、22階 建ての超高層2棟 を含 む1600戸 の

高級住宅 を開発す ることになった。バルセロナの中心 まで6km、 地下鉄1本 でアクセスで

き、窓か らは地中海を日夜眺め られ、歩いて地中海のビーチにアクセスできる好条件にあ

る。投機 的な転売が出るほど人気は上々で、マンション開発事業 としては成功 した(Avui

30/9/2002)。 ディアゴナル ・マル地区 とよばれる再開発である。

デ ィアゴナル ・マル地区再開発 は、市場主導の都市開発が最終的に市場の思う壷 にはま

っていく危 うさを知 らしめた。都市全体の戦略的観点か らビジネス拠点地区の要 と位置づ

け られていた開発が住宅開発に化 けて しまった。オフィス開発を誘導するために高層化 を

容認 したが、結果的に高層マンシ ョンが建った。最初のデベロッパーKEPROに 逃げ られ

た段階で、市当局は浮 いた土地 を開発 して くれるデベロッパーをな りふ りかまわず捜す し

かなかった。

ディアゴナル ・マル地区再開発はまた、公共空間を看板 として邁 進 してきたバルセ ロナ

の都市再生の限界を示 している。質から量へと展開 し再生プロジェク トが大型化するにつ

れて、バルセ ロナモデルの歯車が狂 い始 めた13。

34haの 再開発用地中12haが 公園 として整備 され、2002年 秋、クロッ ト市長の手で華 々

しくオープンした。バルセロナで3番 目に広い都市公園の誕生である。設計 したのは新進

気鋭の地元建築家 として注 目されていたE.ミ ラー リェス。若 くして病に倒れ、この公園の

完成 を待たず に世を去った。鉄パイプの造形が自由奔放 に空を走 り、モザイクタイルの巨

大 フラワーポ ッ トが宙に浮いている。池端 には霧が立ちのぼ り、 ミラー リェスらしいユニ

ークなデザイ ンである
。公共空間のデザインで世界をリー ドしてきたバルセ ロナとして、

スケールアップした公共空間デザイ ンの新機軸を打ち出そ うとする野望が見え隠れ して い

る。

ところが、オー プン早々、バルセ ロナでは公共空間論争が飛び交った(岡 部、2003d)。

地元新聞紙上をにぎわ した論争の焦点は、デザインの是非ではなかった。「民間投資 を活用

して公共 空間を整備することの限界」が主な争点だった。問題 となったのは、公園が高 い

フェンスで囲われていることだった。もちろん、 日の出か ら日没 まで一般市民に開放され

ているが夜間は閉鎖され る。ただ し、22階 建ての高層2棟 を含むマ ンションは事実上公園

の中に建っている。周辺住民 らは、「これでは公園とは名ばか りでマ ンション住民による公

園の私有化だ」 と主張 して論争にな って いる。今ではバルセ ロナ都市計画界の重鎮 におさ

まって いるO.ボ イ ガス も 「あれ は明 らかなゲ ッ トー を指向 して いる」(La Vanguardia

22/9/2002)14と 断罪 した。

新生ディアゴナル ・マル公園は、市の所有で もなければ市が公共投資 して整備 した もの

13 イ ギ リス人都市計画研究者のマー シャルは 、1992年 以 降、民間の力が強 くな り市 当局の影響力が限定

的にな って きた ことに対 して、都市再生の個々のプ ロジェク トがバ ラバ ラになる傾向 を指摘す る一方 で、

民間 と協働で都市をガバナ ンス してい く点では前進である と評価 して いる(Marshall,2000)。

14 建 築 家O .ボイ ガスイ ンタビュー"Derribemos dos manzanas del Eixample"



でもな い。マ ンションを開発 した米不動産業者HINESが 整備費用を全面負担 している。し

かも、市当局が設計者を指定 したため、標準的な公園を整備するよ りかな り割高なデザイ

ンとなっている。市当局は、「民間の資金で市民みなのために質の高い公共空間を整備 した」

とバルセロナ流民活利用の成果 をア ピール している。 しか し、周辺住民の視線 は冷ややか

である。ただでさえ、 もともとこのエリアに住んでいた人たちは、加速度的に進むマ ンシ

ョン開発でニュー リッチ層が押 し寄せてくることに過敏 になっていた。公園を囲む高 いフ

ェンスは、火種に油を注 ぐ結果となった15。もはや、1980年 代のように、小さな公共空間

が生 まれるたびに、周辺住民が公共空間を祝福 してまちに繰 り出 し、市当局と市民の信頼

が強まっていく筋書きは通用 しな くなったのだろうか。

ポブレノウ地区再生は、実際は7ほ どのプロジェク トを連 関させて進められてきたが、

そのうちオリンピック村 とディアゴナル ・マルは、それぞれ計画重視 と市場重視の対極 に

位置する事例である。

デ ィアゴナル・ マル公園で浴びせ られた冷や水をまるで気にしないかのように、バルセ

ロナの都市再生は、2004年 文化 フォーラムに向けて、表向きその勢い増すばかりである。

2004年 フォーラムを照準 に、ディアゴナル通 り(海側半分)沿 いとその両端のフォー ラム、

グロリアス両広場周辺の3プ ロジェク トが急 ピッチで進 め られた[図8-1④]。 長方形 を

なすセルダ拡張市街地の対 角線を走 るのがディアゴナル大通 りである。デ ィアゴナル大通

りは、グロリアス広場 を境に南西、山側半分 しか実現せず道半ばで100年 以上 も放置され

ていた。ポブレノウ地区を斜めに斬る海側半分は未完のまま21世 紀を迎えようとしていた。

ディアゴナル通 りを海 まで貫通させ ることは、海に都市を開き地中海の首都た らん とす る

バルセ ロナにとって大きな意義があった。市当局の都市戦略 を受けて、デ ィアゴナル延長

の直接の受益者である沿道 の土地所有者あるいはデベロッパーが用地を買収 し、これ を無

償で道路に提供し、彼 らが負担 し合 って、ディアゴナル通 りは2.8km延 びた。2001年 に

ディアゴナル通 りはついに海 と出会 った。

グロリアス広場とフォー ラム広場 を中心 に、建築的に質の高い都市空間が築かれつつあ

る。ディアゴナル通 りが海 と出会う特異点 「グランド・ゼ ロ」が、フォー ラム広場であり、

2004年 文化フォー ラムのメイ ン会場である。メイン展示施設は、 一辺160mを 越える巨大

三角形のプリズム。今欧州 で最 も売れっ子の建築家ヘルソーグ&ム ーロンのデザイ ンであ

る。他 にもオランダの若手で注 目されている建築家グループMRVDVほ か地元の著名建築

家や若手たちが競演す る舞台 となっている。

新生ディアゴナル通 りの他端グロ リアス広場も、質の高い建築群で求心力のある文化 中

心を目指 している。すでに完成 している州立劇場(R.ボ フィール設計)、コンサー トホール

(R.モ ネオ設計)、図書館に加え、フランスのスター建築家J.ヌ ーベル設計の超 高層やZ.

ハデ ィ ド、D.ペ ローな どブラン ド建築家の作品で埋め尽 くされようとしている。

15 筆者は、ディアゴナル・マル公園をめぐる公共空間の論点で、東京都杉並区が旧興銀グランド跡地につ

くった柏の宮公園との比較を試みた(岡 部、2003d)。



iii 市場 と計画のバ ランス:22@bcn16

これ ら都市再生の花形事業 と2004年 文化 フォーラムで世界の目をバルセ ロナに集 めて

おきなが ら、バルセロナはポブレノウ地区において 「22@bcn」 プロジェク トに最 も力を注

いでいる(岡 部、2003c)。 計画重視のオ リンピック村方式 と市場重視のディアゴナル ・マ

ル方式の両極の可能性 と限界に学び、バルセロナが官民パー トナー シップの究極モデル と

して構想 したのが22@bcnで ある。22@bcnは 、40年 にわたるポブ レノウ地区540ha再 生

の最終仕上げを担 うプロジェク トである。冒頭で述べた 旧市街再生と並んで、試行錯誤 を

繰 り返 し悩みぬ いた末にたどり着 いた都市再生のバルセ ロナモデルの境地である。

『22@bcn』 プロジェク トは、ごま塩状に遊休化 していく町工場 と住宅の混在するエ リア

約200haを 産業の構造転換 を促 し競争力のあるまちに再生 させる ことを目指 している[図

8-1⑤;図8-10]。

基本的には容積率の緩和を切 り札 とし、民間投資を都市再生に活 用する定石 に従ってい

る。漸次民間の計画を承認 しなが ら25年 かけて再生して いく予定である。総投資額78億

ユー ロが見込 まれているのに対 して、市当局は、イ ンフラ整備の うちわずか1,000万 ユー

ロ、公共施設投資に4,200万 ユーロのみを投入する方針である。都市イ ンフラな ど公的整

備 の大半は、再生事業の受益者である土地所有者や進出企業、デベ ロッパーの負担となる。

再生事業資金の9割 以上を民間に依存 しなが ら、市場に振 り回されない行政の強い影響 力

を担保できるシステムはできな いだろうか--試 行錯誤で模索 した結果、編み出されたの

が22@bcnだ った。

22@bcnに は3つ の注 目すべき特徴がある。第1に 、対象エ リアの市民生活や経済活動

を中断 させることな く漸次長期間かけて再生する計画である。既存の建物を壊 して更地に

し、大規模再開発するクリアランス型を とっていない。第2は 、一律の容積率緩和ではな

く、都市全体の戦略性を反映させ る条件を付けた。第3は 、市当局が地区再生の具体像を

示すためにパイ ロット的な計画 を立案 し、これを再開発条件とした。

第1の 脱クリアランス型再開発 については、どこの都市 もそ の必要性を痛感 している。

小規模の町工場と住宅が入 り混 じっているエ リアでは、遊休化 に時間差が出る。土地の所

有関係が複雑でクリアランス型再開発にそ もそも馴染まな い。多 くの都市は、手のつけや

す いまとまった産業遊休地から都市再生を始めている段階 にあ り、混在地区の問題を認識

しなが らも後回 しに している。逆 にバルセロナでは、ポブレノウ地区にある斜陽の町工場

と貧困層の住宅が入 り混 じった22@bcn地 区の再生に着手 している。

サー ビス産業にシフ トした都市では、職住近接の生活スタイルが新 しい競争力 として浮

上 している。雑然 としたまちの成 り立ちに、職住混在の素地を発掘 し、逆転の発想で これ

をセールスポイン トに仕立て上げ新産業誘致 を企てた。 どうみても負のス トックと片付 け

られがちな建造環境に価値を見出す ことで、一度更地に戻さずに魅力的な都市空間に再生

させる道 を開拓 した。

対象地域は、1978年 の市の都市計画基準で工業専用地域 とな り住宅用途を認めていなか

ったが、現実 には、規制以前の住宅が温存され違法状態で職住混在のまち となっていた。

16 22@bcn事 業 に つ い て の ヒ ア リ ン グ;Clos,O.ク ロス,O.(03/2002)chief architect,22@bcn,在 ポ ブ レノウ 地

区22@bcnオ フ ィス に て:Barcelonaお よびGonzalez Tormo,R.ゴ ン サ レス トル モ,R.(03/2002)director,

22@bcn,在 ポ ブ レノウ地 区22@bcnオ フ ィスに て:Barcelona.



22@bcn再 生事業のために規制を見直し、2000年 に都市 計画基準 を改正 した。既存不適格

だった4600戸 以上の住宅 を合法化 し、さらに5600戸 の住宅の新規建設を見込んでいる。

このうち15%賃 貸を確保 し、職場と近接 して出張者な どが長期滞在できる環境を整える。

こうした居住環境 を整備することによって、先端企業の誘致を有利に進める考えである。

22@に おける 「市場 と計画 のせめぎ合い」 は、特徴の第2と 第3の 展開で観察 され る。

第2に 、22@bcnで は、規制緩和 を民間活力導入のためのツール と同時に、民間開発 を

誘導す る方向付けのツール として も活用している。22@は 、ゾーニ ングコー ド旧22a(工

業専用地域)の 都市計画基準改正(MPGM,27/07/2000)後 の新コー ドである。aか ら@へ

の変更には、かつて地域経済を支えた繊維工業の集積地 に、新たな経済基盤 として期待 を

担 う次世代産業の集積 を促す意図が込められている。情報通信産業だけでな くデザイ ンや

文化関連産業な ど幅広い知的集積を誘導する。市当局は、22@再 生効果で、地区の雇用が

現在の3万 人か ら10万 人に増える と試算 している。民間投資を促進するために、まず 旧

22aで200%だ った容積率を一律220%に 緩和 した。また、優先的に誘致 しよ うとして いる

ITや 文化関連産業が立地する場合 には、270%ま で緩和す る。 さらに、企業や大学の研 究

機関に対 して優遇措置 を設け、知的集積のサステイナ ビリティを高める。

しかし、容積率や高さ制限、空地率などの数値基準に頼って開発を誘導 しようとして も

限界がある。クリアランス型を前提に全体の再開発計画 を立てるのではな く部分的再生の

集積で全体を再生して いくとなれ ばなおさらである。そ こで、市当局はまちの姿かたちを

戦略的に誘導するために、22@bcn対 象のうちある部分 を特定 して、行政が再生計画 を立

案 した。 これが第3に あげた22@bcnの 特徴である。市当局は行政が計画立案する対象地

区を6箇 所選び、その基本計画作成 を地元工科大学の建築学部に依頼 した。6人 の建築家

は、それぞれ担当地区を計画 し、市 当局が意図している再生の方向性 をそれぞれ解釈 して

かたちにしている。6つ の計画 を合わせると22@再 生対象エ リアの1/3を 占める。全体の

1/3が 行政主導の青写真 をベースに地区全体の再生を リー ドする。これ によって、再生が

収斂 していく形態的イメー ジを市民やデベロッパー と共有いていくね らいがある。

22@bcnは 、ITブ ームに乗 り遅れないために構想 された一面があるだけに、IT産 業 に対

する期待が薄れ るとともに、その行方が危ぶ まれた。しか し、2004年 は、先端技術分野の

企業2社 が22@で 事業規模拡大を明らかにするな ど明るいニュースでスター トした。いず

れ も成長めざましい地元カタルーニャ資本で、システムエ ンジニアリングのソフ トウェア

GTD社 と聴覚機器メーカーGAES社 である(El Pa〓s 30/1/2004)。 バルセ ロナがカタルーニ

ャのマンチェスターと騒がれた産業革命直後でさえ73.9万 の雇用にとどまっていたのに対

して、現在バルセ ロナ市は100万 の雇用を生んでいる。

22@は 、ITバ ブル に便乗 しようとした付け焼刃の産業政策 とは異な り、80年 代 に構想 さ

れた先見 的な都市戦略の文脈 に載 っている。その観点か ら、 ロン ドンとバルセロナの両都

市で都市計画 ア ドバイザーをつ とめる建築家のR.ロ ジャースは、「工業都市か らサービス

産業都市への転換 にお いては、 ロン ドンはバルセ ロナに30,40年 遅れ劣っている」 と述べ

ている。さらに、「バルセ ロナ には色あせない強力な都市戦略があるため、先端的な都市再

生実験が次々にポジテ ィブな結果 を生んでいる」と分析 している(La Vanguardia 9/11/2002)。

しかし、22@bcnは すべて順風満帆 とは言 いがたい。計画 と市場 という本質的に対立す

るものを両輪 とし、サステイナブルな都市発展を目指す ことは至難の業である。きわめて



煩雑なプロセスをとらざるをえず、行政には高度な調整能 力が求め られる。行政 と民間デ

ベロッパーや進出企業の双方 に不満が くすぶ って いる。

リャクナ通りの両側 の10街 区の計画は、市当局がパイ ロッ ト的に青写真 を準備 した1例

である。この計画を担 当した建築家のE.ブ ルは、民間開発を促すために緩和 された容積率

分を計画で賢 く誘導 し、「計画と市場のせめぎ合い」を利用 して質の高い都市空間 を実現 し

ようとした。セルダ計画 を踏襲 した既存の建物 を最大限残 し、街並みの基調 とな るロの字

型の建物は低 く抑えるデザインを描いた(Bru,2001)。 一方 、容積率緩和分 を通 りに面 して

いない部分に集約 し、各街区に1本 ずつ72mの 高層 ビルを建てる計画とした。通 りに面 し

た中層建物を既存工場 とオフィスに割 り当て、街区の中庭に高層住宅 を配置 した。高さに

メリハ リをつけることで、セルダ と22@の 歴史 的重層性 を都市空間の豊か さに結びつける

発想だった[図8-11]。 同じ街区の高層に住み中層で働 く職住近接の生活 をイメージ して

いた。

しか し、市民の反対 もあって、市当局は高層 をな くす計画変更 を建築家 に要求 し、最終

的にはまんべんな く容積率を上げる平板な計画 に落ち着 きそ うだ(La Vanguardia 6/2/2002)。

容積率緩和とフィジカルな雛形計画の相乗効果で、質の高い競争力のあるまちへ と再生さ

せるには、まだいくつかの障害を越えなければな らない。

図8-10 ポ ブ レノウ地 区、22@bcn対 象 エ リア



図8-11 22@bcn既 存 の建 物 を生か しな が ら地 区を再 生 させ る手 法 出典:Bru,2001

III.8-2.バ ル セ ロナ モデ ル を支え た制度 と思 想17

バルセ ロナ市 当局は、都市計画関連 の法制度の下地が しっか りして いたか らこそ、厳 し

い財政状況なが ら、デザインの質を大切 にして都市再生への着実な一歩 を踏み出す ことが

できた。① 民主化後の市当局に都市計画 に関する幅広い権限が与え られるようになった こ

と、②数値規制 を基本 とするゾーニ ング制度 に一元化せず、形態規制を併用 していること、

③土地所有者 の権利のみな らず土地を都市的に利用する場合の義務が明示されていること、

がなかったな ら、市当局は限 られた公的支出で民間投資 を思惑 どお りに誘導できなかった

であろう。

欧州都市は一般 に基礎 自治体 レベルに広範な都市計画権限を付与 されて いることを特徴

とす るが、なかでもスペインは法的拘束 力の強い都市計画制度を市 レベルで持 っているこ

とで知 られている(岡 部、2004a)。 スペイ ンではフランコ体制が1939年 か ら1976年 の長

期に渡った。その間、都市一番の通 りを独裁者の名で塗 り替え、特定のデベ ロッパー との

癒着が まか り通 り、他の欧州都市に比べて都 市整備では大幅に遅れ劣った。1977年 発足 し

た民主政府は、分権化を推進するとともに、基礎 自治体 に市総合計画(マ スタープ ラン)

あるいはそれ に準 じる手段の策定を義務付 けた。 これがその後の都市発展の青写真を事実

上描 くものとなった。

スペイ ンの市総合計画 は、狭義のマスター プラン、ゾーニング、開発許可の都市計画ツ

17 総 合 計 画PGMに つ いて はバ ル セ ロナ 市 都 市 計 画 研 究 所J.エ ス テバ ン に、州 都 市 計 画 制 度 に つ い て は カ

タ ル ー ニ ャ 州 都 市 計 画 担 当S.ジ ョ ア ン イ リ ュ イ ス に ヒ ア リ ン グ し た 。Esteban,J.エ ス テ バ ン,J.

(09/2002)director,gabinet?d'Estudis?Urbanistics,市都市計画局オフィスにて:Barcelona.およびJoan?i?Lluis,S.

ジ ョアン  イ  リ ュイス , S . ( 0 9 / 2 0 0 2 ) s u b d i r c t o r  g e n e r a l  d ' a c t u a c i o , d i r e c c i o  g e n e r a l  d ' u r b a n i s m e , d e p a r t a m e n t  d e  

politica territorial i obres publiques,generalitat de catalunya,州分庁舎公共事業省都市計画局オフィスにて:

Barcelona.本 節 で は 、2002年 に 行 っ た ス ペ イ ン 都 市 計 画 制 度 に つ い て の 研 究 調 査 成 果(岡 部 、2004a)に

基 づ き 、 バ ル セ ロ ナ モ デ ル と の 関 連 に つ い て 考 察 し た 。



ール3種 を一体化 した ものであ り、強力な実効性を持つ(EC-Regional Policy,1999a)。 マス

タープランにより、行政、民間業者、市民の3者 が、都市のフィジカルな姿を共有 してい

る。ゾーニングは各都市の自主性 によ り決められている。それぞれの都市は、ゾーニ ング

の前提 となる地域地区の種別を決める ことから始めなけれ ばな らない。全国一律には土地

法レベルの3区 分(既 成市街地域、市街化可能地域、市街化不可能地域)し か存在せず、

用途別などのゾーニング種別はすべて各都市独自のものである。民間が発案 して開発許可

を申請す る制度は存在せず、市総合計画で見込まれている開発以外は原則 として提案す ら

できない。80年 代に入って欧州が全般的に規制緩和へ となび くなか、スペイ ンは計画 の役

割重視の姿勢を貫 いた。それ ゆえ、スペイ ンの都市計画制度は しば しば後進 ・反動的と解

釈 されてきたが、都市再生の局面では公の強いリーダー シップによる有効性が逆に浮彫 り

になった。公的支出の力量 とは無関係 に、市当局は計画権 限によ り都市発展の舵を完全掌

握 していた。開発のス ピー ドを加速する ことを除けば、市当局は思い通 りに都市を導 くに

足る法的裏付けを与え られていた。民間投資によ り市当局が振 り回 され、都市発展が思わ

ぬ方向に暴走することはあ りえなかった。

都市がそれぞれ独 自のゾーニング種別を設定できるため、地域地区は必ず しも用途別 に

限 らず都市の個別具体的な事情 を反映して定められる場合が多 い。用途別よりはむしろ市

街地が形成された時代別の形態別ゾーニ ングの性格が色濃 い。市街化が認められていない

地域を除いて、既 に市街化 され ている既成市街地域 と計画で市街化が見込まれる市街化 可

能地域 とに大別 され、ゾーニ ングは前者の既成市街地域に適用されて いる。バルセロナの

既成市街地域には、11の ゾー ン区分があるが、このうち用途 をよ りどころにしたゾー ン指

定 は工業地区(22a)の みである。それ以外は、時代によって異な る市街化形成のきま り別

にゾーニ ングされている。市街地の形態 を規定 してきたルールは3つ に大別 される(Esteban,

1980)。第1は 、かつて市壁に囲 まれた都市内の市街地か らモダニズム以前にできた市街地

である。個々の建物は隣接す る建物 と隔壁を共有 し、ファサー ドの連なる閉 じた街区を形

成 してきた。閉 じた街区か らな る市街地では、建物の高 さと奥行 きが定められ、ファサー

ド構成の形態的ルールで街並みの調和 を担保 してきた。第2の グループは、ル ・コルビュ

ジエのアテネ憲章以降の機能主義的な市街地のつくりかたである。 ここでは、建物は直方

体のボ リューム として計画 されたため、3辺 の長 さを規定することによって市街地形成 を

管理 してきた。第3の グループが、フリースタ ンディング型の建物からなる市街地である。

敷地が先にあ り敷地との関係で建ぺい率や容積率の上限を定める方式である。

欧州都市の多 くの都市同様 、バルセ ロナでは、時代別 に支配的だった市街地形成のルー

ル を尊重 して近代都市計画に組み込んで いる18。つま り、新興市街地 においては数値 によ

る規制 を導入 しなが らも、形態規制によ りすでに出来上がっている市街地についてはその

ルール を温存する道を選んでいる。形態による規制が残っているために、ファサー ドが両

側 に連なる街路や ファサー ドに囲まれた広場など、公共空間 を認識 しやすい構造の市街地

が残っている。閉じた街区を基本 とす る市街地では、ファサー ド面に対して課税 されてい

る。ファサー ド面の大きさによ り税が異なるばか りでな く、 ファサー ドが面 している公共

18 近代的な都市計画制度の導入とともに、わが国では、既成市街地と市街化可能地域を区別することなく、

用途地域別に第3の 数値規制方式に一元化された。わが国の制度では、市街化区域と市街化調整区域のみ

で、既成市街地が区別されていない。



空間の質によって税率が異なる。狭 い路地 に面す るフ ァサー ドよ り広場に面するファサー

ドを持っ建物所有者のほ うがよ り多 くの税 を負担する しくみになっている。 このよ うに前

近代に形成された市街地が法的裏付 けを失わずに生き続けていなかったとした ら、公共空

間を核 とした都市再生のバルセ ロナモデルは生まれなかったであろう。

バルセロナは強 い計画権限を持っていた。加えて、近代 と前近代が都市計画制度上併存

していたために、近代 を懐疑す るよ りどころがあった。バルセ ロナには、都市再生 という

新たな課題に対 して近代都市計画を越える手法 を思い切って実行 に移 しやす い土壌があっ

た。しかしそれだけではない。バルセロナモデルの成功を最底辺で支えているのは、「都市

とは共 同体の発現である」 という揺 るぎないコンセ ンサスである。古代ギリシア ・ローマ

以来の伝統で、市民みなで都市という制度を管理運営 して いくことを基本 としている。都

市という共同体経営の原則は、都市的集積の便益に与る全市民が公平に都市建設のための

賦役 を負担することである。

都市的に土地を利用する ということは、公 と私を線引きする行為である。 もちろん都市

化 していない農地も私有 されてきた。農地の場合、土地の所有は 「私」に排他的に帰属 し

ていた としても、その空間的利用の面では公私未分化の状態にあるといえる。 これ を都市

的に利用するために、利用上 「私」に属する個 々の区画 と 「公」に属するイ ンフラに明解

に区別される。区画が境界線の確定 した非連続な土地であるのに対 して、イ ンフラは街路

や交通網など連続 した土地である。個人が整備費用を負担 し個人が使 う区画 と、皆でその

整備 を負担 し皆で使 うイ ンフラとに2分 される。共同体 と しての都市を維持運営 してい く

には、①公的利用の土地の便益を公平に受けられるよ うに し各々応分に負担す ること、②

公的利用の土地 と私的利用の土地の関係調整、③ 隣接す る私 的利用の土地相互の関係調整、

の3つ のルールが基本になる。

近代以降、土地所有をベースに した都市開発が進み、共同体 としての都市の基底にあっ

た①のルールが相対的に軽視 され る傾向にある。モダニズム以前の閉 じた街区をベース と

した都市計画体系では、②③のルールとも、建ぺい率や容積率な ど数値による規制 に比べ

て私有する土地区画に対 してよ り強い制約条件を課 して いる。私有地に建つ建物の主要フ

ァサー ドは公共空間の立面でもある。②のルールがファサー ド面の位置を規定するのは も

ちろんのこと、バルコニーの付け方などファサー ドのデザイ ン的要素に踏み込む制約条件

となっている。閉 じた街区では、隣接建物相互が隔壁を共有す る形式のため、隣地 との調

整な くして取壊 しも建替え もできない。③のルールでは、隣接する土地への権利侵害によ

る紛争を回避するのみな らず、共有隔壁の取 り扱いを詳細 に規定 している。

市当局 と民間事業者の協働が道 を誤 らないためには、① のコンセ ンサスが得 られている

ことが欠かせない。欧州都市で も交通イ ンフラや公園な どの整備の手続き上の事業主体 は

市当局な ど公的機関である。 しか し、公的都市整備は都市のおかげで便益 を受けて いる人

たちの義務であるとす る原則は忘れ られていない。税や課金 というかたちで公的機関にマ

ネージメントを委託 しているに過ぎず、公的整備 の主体は市民共同体である という認識 は

揺 るぎない。「お上」が整備 を行って くれ るとは思って いない。

① の原則が健在であるために、新規に宅地を開発する場合、土地所有者の負担は重い。

都市的に土地 を利用す るにあた り、土地所有者は利益を受ける分、都市を機能 させるため

に応分の負担 を求め られる。 これまで曖昧だった利用上の公私の区分 をはっき りさせるに



あた り、開発用地内に必要 となる道路、空地、緑地、公共施設用地 を無償で市当局に譲渡

するにとどまらず、都市的利用の土地が増えることに伴う市当局の全般的な負担分 として

開発用地の一部(10%上 限)あ るいはそれ に相 当する金額を市に納めなければな らない。

当該開発に伴 い既存道路の変更や拡張が必要な場合には、工事費を負担 しなければな らな

い。その上、開発事業者 には、住宅供給面積の20%を アフォーダブル住宅とすることが義

務付け られている。新規に宅地開発する事業者にとってみれば、総費用の半分ほどを公共

的整備 に費やす感覚だ といわれて いる。

これ ら土地所有者に課せ られる厳 しい開発義務が、周縁 の新規開発よ り既成市街地の都

市中心部の再開発に民間事業者のエネルギー を向かわせる ことになってきた。土地所有者

の権利義務は、土地を新規 に都市的利用する場合でも既成市街地の再開発でも原則 として

同 じである。再開発の影響で再整備の必要が生じた公的インフラは再開発の便益に与 る事

業者が負担 しなければな らない。

1980年 代 に再開発されたイ リャ ・デ ィアゴナル事業は、再開発事業者の責任 と負担の大

きさを示す事例である(Ajuntament de Barcelona,1988,135-139)。 再開発用地は、ディアゴ

ナル大通 りに面する34haの 旧病院跡地だった。ここを、オ フィス、ホテル、ショッピング

セ ンターな どの複合商業施設にする再開発計画が民間か ら持 ち上がった。 これを実現す る

には、市当局と交渉し説得 して、市総合計画に変更を加えて もらわね ばな らな い。市当局

は民間による再開発提案 に強い関心を示 した。山の手に近 い中心的な立地で、当時のバル

セ ロナには複合型の大規模 ショッピングセ ンターはな く、大きな利益が見込めた。民間事

業者にとって極めて魅力的な再開発 とみた市当局は、強気で交渉に臨んだ。市当局は、事

前交渉で民間が欲 して いるプログラムの当た りを付け、独 自の再開発プログラムを作成 し

た。周辺との関係 を的確 に解決 しデザイ ンの高い質を担保するために、建物の具体的な計

画 を市当局側で準備す ることに した。世界的な建築家 を複数指名 して、国際 コンペを行っ

た。その結果、スペイ ン人建築家R.モ ネオ案 を採用 し、この計画通 りに実施することを民

間再開発の条件 とした。大通 りに面 して300mに 及ぶ長大な複合商業施設は都市バルセ ロ

ナの顔 を左右する事業であるか ら、市民共同体の代表者 として市当局は当然の要求 をした

までである。

市の要求は再開発用地内にとどま らず、周辺整備 も一体で行 うことを民間事業者の義務

とした。大型施設利用者による交通量の増大 に対応 して、周辺道路を再整備する必要が出

た。片道5車 線のディアゴナル大通 りと駐車場アクセス道路 を立体交差 させ ることとし、

これ と整合するように付近の道路の付け替え工事すべて を民間事業者の負担とする ことを

再開発を認める条件と した。民間事業者は市当局の条件 を基本的にのんだ。合意が成立 し

たの を受けて、市当局は再開発事業 を法的に認めるために、特別計画PERIを 作成 し、市

総合計画の枠組みで都市計画決定す る手続きに進んだ。

用地内に一般市民向けの公園 を整備 し、隣接する既存小学校の増改築まで民間事業者の

全面負担で実現 させるというお まけ付きだった。付帯公共事業の質を確保するために、市

は本体 と同じ建築家の設計であることを求めた。

このよ うな商業施設は、都市的集積なくして ビジネスにな らない。民間事業者の方は、

都市的集積のおかげで利益が見込めるのであるか ら、事業の一環で公的インフラ整備 を直

接担 うのは致 し方ない と覚悟 している。他方、市当局は、単に民間事業者 に周辺整備 費用



の負担 を要求するだけでなく、都市共同体全体の利益のために民間投資のフィジカルな効

果を最大化できるように知恵を絞ることで行政手腕 を発揮 しようとしている。

III.8-3.行 政 の リーダ ー シ ップ と都 市社 会運動 史19

バルセロナの都市社会運動と社会学者M.カ ステル

「1970年代にスペインの多 くの都市で起 こった都市社会運動は、1945年 以降、欧州都市

運動の中で最 も注 目に値す るものである」 とM.カ ステルは著書 『都市とグラスルー ツ』

(1983年)20の 中で述べている。戦後から今 日に連なるバルセロナの市民運動史は、社会

学者であ り都市社会運動の活動家であるM.カ ステルの軌跡 と連動して理解する ことがで

きる。

カステルは、バルセ ロナ学生運動の一活動家 として、政治の世界にデ ビュー した。 この

時点で、バルセロナ都市再生の最盛期の市長P.マ ラガル らと接点を持っている。1962年 に

スペイ ンか ら亡命 し、 フランスパ リのナンテール大学で教鞭をとるかたわ ら、パ リの都市

社会運動をつぶさに体験 した。そのプロセスの社会学的分析 に即 して書かれた 『都市問題』

(Castells,1974,french ed 1972)で 彼は世界的な社会学者 としての地位 を不動のもの とす る。

この本で、彼は、労働者階級による階級闘争を通 じての社会変革を超える考 え方を提示 し

ようと試みている。他方、彼は 「集団的消費」 という考え方に目を向け始め、商店会や地

縁ベースの集団による闘争を取 り上げている。『都市問題』を発表 して以後、彼は、それま

での階級闘争による社会変革路線の色合いを薄め、階級横断的な同盟による近隣住民運動

の役割を重視するようになる(McNeill,1999)。 フランコ体制崩壊直後の1977-1979年 の間、

カステルは、マ ドリッ ドに滞在 して市民運動の戦略作成のキーマ ンとなる。彼はスペイ ン

の民主政府樹立 までの重要な時期 に、労働者階級 を基盤に した運動とは一線を画 し、市民

生活の質 を求める運動 を機軸とした。住環境の改善、保健 ・教育の向上などに加えて、都

市にオープンスペースを要求し、歴史都市の保全や近隣社会生活の改善な どを求める運動

となっていった。

バルセ ロナで も、1970年 代にマ ドリッ ドと期 を同 じくして、あちこちの地区で都 市社会

運動が起 こった。ロビラ ・トンネル工事の影響を訴えるカルメル地区、産業跡地を市 民の

ための施設やオープンスペース整備に導いたサ ンツ地区な どが早い時期 に成果を上げた。

産業革命後 に工場労働者 として国内移民を多 く受 け入れたポブレノウ地区では、近隣住民

運動が盛んだった。第1環 状道路計画により分断 されることになる地区でもあちこちで運

動が起きた。

民主化前夜 における町会連合会FavBの 役割

1970年 代初めに始 まった住 民による局部的な抵抗は、町会連合会FavB21が 創設 されて以

19 本節は、2003年 度 国土技術研究セ ンター 自主研究 『地方 中核 都市 における歴史 的都心 の再生 に関す る

研究 』のメ ンバー と して参画 した成果を基 に してい る(岡 部、2004b)。

20 邦訳:『 都市 とグラスルー ツ-都 市社会運動の比較文化理論 』(カ ステル、1997)
21 Federaci〓 d'Associacions de Ve〓ns i Ve〓nes de Barcelonaバ ル セロナ町会連合会 http://www.lafavb.com/全



後 、FavBの コーデ ィネー トにより相互に連携す るようにな り、先進的な市民運動へと展開

していった。FavBは 当初、政治目的のない通 り別の組織の集 まりとして始 まった。通 り単

位の組織は、『ボ ンビジャイレス(電 球野郎)』 と呼ばれ、クリスマスなど祭 りのときに通

りを電球で飾 るためにできたものだった。 フランコ時代末期の暗い時代で も通 りに祭 りの

明か りを点 し続けた。1972年 、サ ンツの ラ ドリリェロス通 りに起きた爆発事故は死者14

人を出す惨事 となった。 この事故は、そ のころ次 々の頭 をもたげ出した近隣住民組織(町

会)が ひ とつに集 まる ことが大きな力にな ると痛感するきっかけとなった。サ ンアン トニ

連絡協議会で非公式 に数回協議 したのち、1975年 にFavBは 船出した。

町会連合会は、水面下で開かれたカタルーニャ議会で決定的な役割 を果た し、1976年2

月に大きな成果 を手に入れた。フランコの死か らわずか70日 後、スペイ ンが張 り詰めた状

態にあった最中、町会連合会FavBは 、連帯 の力を背景に、弾圧 を恐れることな く欧州全

体 主義 に反対す る抗議運動を展開した。カタルーニャ議会 に参集 していた活動家たちが通

りに出て、「自由、慈愛、自治」を高 らか に求めた。沈静化 しようとした警察 と衝突する場

面 もあったが、 この大規模な抗議運動は、国家権 力に対する抵抗の シンボル とな り、翌週

大きな反響を生んだ。町会連合会は、人々がひとつに集 まって通 りを舞台に民主化のため

に抗議す ることの力を示 した(McNeill,1999)。

市民運動に半ば屈す るかたちで、1976年12月 、フランコの死当時の市長だったビオラ

が退陣 し、ソシアス ・ウンベル トが次期市長 となった。政情不安 の下、経済情勢か らすで

に休業に追い込まれていた工場のオーナーたちは、工場跡地の行方 を案 じた。巷では、人

間的な生活の質を求め、都市生活イ ンフラとして公共空間を求める抗議運動が高まってい

た。住民組織の公共空間の整備 を求める請願は、1973年 から目立ち始めた。1977年 には全

市で57件 を数え、町会か ら出された請願の2/3を 占めている(Domingo and Bonet,1998)

[図8-12]。

町会活動は、公共空間を獲得することを主 目的 とするまでになった。ウンベル ト市長は、

な けなしの財源 をはたいて、工場跡地93haを 先行取得 し、1979年 以降、公園や広場に転

換 していくと表明 し、先手を打った。1973年 の経済危機 と繊維分野の斜陽が重な り、バル

セ ロナの工場の多 くは空になっていた。グラシア地区の縁 に位置するラ ・セデタ工場やサ

ンツ地区のエスパーニャ ・イ ン ドゥス トリアル工場の所有者は、跡地を住宅地として再開

発 しようとした。地元町会はこれに反対 した。住 民親派のマスコミのバ ックアップで、工

場主は思い通 りに再開発できず、公共使途 に転用され ることになった。後者は、サ ンツタ

ーミナル駅に隣接す る好立地であるにもかかわ らず、工場の持主は住宅開発 を諦め、現在

では水辺のある緑地に生まれ変わっている[図8-13]。 高密度の周辺地区住民は貴重な公

共空間として活用 している22。レンフェーメ リディアナ、クロッ ト、北駅の3つ の鉄道所

有地 も公共の手に委ね られ、このうち後の2跡 地は、公園として整備された。

115近 隣 住民組織(町 会)中102組 織 が加入。町会 に加 入している市民は約5万 人。(FavB,1999)

22 これ らが種 地となって、デザイ ンの質で後に高 い評価 を受ける公共空間が創 出されて いった。III.8-1.

参 照。



図8-12 近 隣住 民組 織 が 市 当局 に対 して 請願 を提 出 した件 数 を、テ ーマ別 、年 代別 に分

類 した もの。黄 緑 色 の コー ンが 公共 空間 を求 め る運 動で 、1970年 代 後 半 に盛 ん に

な った ことが よ くわ か る。 出典:Domingo and Bonet,1998

図8-13 エ スパ ー ニ ャ ・イ ン ドゥス トリアル 工場 跡地 を活 用 した公 園

市民の組織化 と旧市街

ラバル地区を含む旧市街は、市民の組織化の伝統のあるエ リアである。中世にまで遡れ

ば、多種多様なギル ドが通 りごとに組織 されていた。現在で も、当時その通 りに集住 して

いた人たちの職業が、通 りの名称 にうかがえるものが多数ある。職人ギル ド別や商業別 に

通 りが出来ていた。旧市街は、 これ ら組織化された通 りの集積だった。旧市街の居住者た

ちは、いろいろな組織 をつ くり、市民同士のネッ トワー クで緊密な関係を築き、とも近隣

生活を成 り立たせ てきた。



カタルーニャは全般的に組織化の長 い伝統を持っている。組織化や結社の動きの中で、

旧市街は特別な意味を持ってきた。旧市街は、バルセロナ という都市の基点であり、人的、

社会的、歴史的に厚みのある関係が醸成されている。J.M.ウ エルタスは、今 日に連なる旧

市街人的ネッ トワークのルーツを、1699年 に組織 された 『不信を抱 く人々のアカデミー』

に求めている。 このアカデミーは、美術 ・学術の発展に寄与 した。 こうした市民グループ

は、時代の抱える不安や時流 によって盛衰を繰 り返 してきた。例 えば、産業革命以後、バ

ルセ ロナに多 くの工場が立地 し、都 市部への人口流入が続 いた。最初は近隣農村か らの流

入が多かったが、19世 紀末か ら広範 に国内各地か ら職を求めて移住す る人が増えた。国内

移民が都市問題 となった。1892年 にはガ リシア地方とラ ・マンチャ地方出身者の同人会が

でき、翌1893年 にはアンダルシア地方出身、1895年 にはバレンシア地方出身、1900年 に

はアラゴン地方出身、と次々に地方別の同人会が共通の問題を議論するために組織 された。

国内だけでな く、近隣諸国か らの移 民も出てきた。フランス人同人会が1889年 にでき、1917

年 には外国人会ができている。

工業と商業の隆盛 に合わせて、事業者組合や労働組合がつくられた。港町として発展 し

てきたため、商業港を円滑 に運営 し、紛争 を解決するための組織が旧市街 に多々拠点を持

って いた。路面電車労働組合(1900)、 港湾運送労働組合(1902)な ど、労働者の組織化が進

んだ。鶏処分業者の組合(1896)、 ク リーニ ング業者組合(1912)、 穀類豆類貯蔵業者組合や

手回 しオルガン貸出し業組合な ど、多彩な組織の記録は、旧市街市民の職業が多岐 に渡 っ

ていた ことを示 している。

工業生産によ り富をな した中産階級の人たちは、拡張市街地の都市開発を旧市街 に拠点

をおきなが ら進めていった。拡張市街地の地区別に、不動産所有者の協議会事務局が旧市

街に立地 して いた。

政治的結社の多 くも、旧市街 を拠 点に活動 してきた。20世 紀は じめには、旧市街のバル

セ ロネタ地区に、共和主義者の結社が、穏健派か ら急進派 まで、カタルーニャ保守派か ら

改革派まで、4つ の派閥が隣 り合わせに拠点を構えていた。1933年 ソ連 に友好的な組織が

できる一方、1935年 には若者を中心 にマルクス主義反対のグルー プが結成され、同 じ旧市

街に肩を並べた。狭い旧市街 において政治的緊張が高まり、市民戦争の悲劇へ となだれ込

んでいった。1938年 には、市民戦争の犠牲者や市民戦争で家族 を失 った人たちの支援組織

が旧市街に生まれた。OLカ トリック教育のための組織(1928)な ど、時代の要請 に応えて、

多彩な組織が旧市街で生まれた。戦後の市民の結社の自由が奪われ、一時は旧市街の組織

活動は身をひそめていた。しか しなが ら、1891年 に始まった女性の権利を守る会な ど、決

して活動を中止 しなかかった組織 もあった。麻薬 との戦いを続けてきた組織 も、1926年 か

ら継続的に活動 してきた。

現在、旧市街で登録されて いる組織は、350に 上る(PROCIVESA,1998)。 国際協 力、文

化、社会サービスを掲 げる組織が多 い。武装に反対する組織や税 に反対す る会、エスペ ラ

ン ト普及を目指す会、宇宙 につ いて研究する会など、実に多彩である。

このよ うに、 旧市街は、人的ネ ッ トワークを貴重な共有財産 としてきた伝統がある。多

種多様な人的ネ ッ トワークの うち、先に見たように、都市再生のプロセスでカギとなる役

割 を果た したのが、近隣住 民組織だ った。スペインでは、1964年 の組織結社法を受 けて、

近隣住民組織が次々と登録を受 けた。 しか し、同 じ通 りや地区に住むな ど地縁による市民



の組織化の実態は市民戦争以前に遡 る。旧市街で記録 に残っているものとしては、ボル ン

広場周辺住民の会(1919)、 カル通 りの住民組織(1922)な どがある23。

現在、旧市街には23の 地縁住民組織があ り、 この うち17が 通 りベースの組織で、6つ

が地区ベースの組織である。地区ベースの住民組織のほ とん どが、1964年 の組織結社法の

後 に合法化されている。現 ラバル地区の近隣住民組織は、オスピタル通 りの住民組織を母

体 に1973-74年 に当時の第V地 区町会へと再編 された ものである。これに先立ち、1968-69

年にサンパウ教会に隣接するプラスチック工場の火災がきっかけで、住民同士のネ ッ トワ

ークがつ くられた。

近隣住民組織の活動は、1960年 代から1970年 代当時、結社が認め られて いなかった政

治組織や伝統的な家長会な どの活動が入 り乱れて複雑な経緯 を辿った。

フランコの死の前後、民主化前夜の歴史的大転換期 に、近隣住民組織 をはじめ多様な 目

的を持った組織は、民主化プロセスにおいて大きな役割を果た した。組織のメンバーのた

めの活動に終始せず、市民社会全体 の利益のため に組織力を活用 し、大きな社会変革に参

加 した。 しか し、民主化が実現 し、社会が安定的な発展軌道 に乗るにつれて、組織の活動

は変質 していった。バルセ ロナにおいて組織史 を研究するP.マ ルティは、近年の組織活動

の傾向として次の3点 を指摘 している(Mart〓,1998)。

① かつては組織メンバーの共同負担で活動資金 をまかなってきたが、近年は公的資金 に

大きく依存するようになった。

② とくに若い人のグループでは、特定の問題 を掲 げ解決 を急 ぐ傾向が見 られ る。つ まり、

考えるよ りも行動が先行する活動になってきた。発展途上国の人たちや疎外 された人

たちへの支援 など、具体 的な目的を掲げる ものが増えた。環境問題な ど、以前はあま

り取 り上げられなかった新たな課題 も登場 している。

③ 特定のテーマだ けに関心を抱くグループが多 く、専門分化 した組織活動が 目立って い

る。(ただ し、組織 の歴史が始まって以来一貫 して、マニアックな結社は多 く、狭いテ

ーマで活動す る組織が近年増えた ということでは必ず しもな い
。)

組織の輝か しい伝統を持っているバルセロナの旧市街でも、同時代的と思える市民運動

の変質が見 られる。グローバルに共有する活動分野が 目立ち、その土地や都市から湧き上

がる活動が相対的に陰 を薄 くしている24。深 い思想 に支え られた活動よ り、難 しいことを

考えずにまず行動する ことが好まれ るよ うになった。

社会全体を変革する運動が低調になっているため、組織活動が専門分化 している印象 を

与えているのではないか。近隣住民組織が町会連合会FavBに 結束 し、1960-1980年 に社会

全体 を変革する力を発揮 した記憶が過去のものとな りつつある。

23 P.マル テ ィは
、旧市街 を中心 に百年 に及ぶ歴史を持つ 市民組 織結社 の歴史 を考察 している(Mart〓,1998)。

24 M
.メイ ヤーは、1970年 代 以降の欧州都市社会運動の変遷 につ いて考察 し、社会全体 を変革す るこ とへ

の関心が薄 くな る傾 向を指 摘 している(Mayor,2000)。




